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〈目指す子ども像〉

○進取（挑戦）→失敗を恐れず挑戦し続け

る子ども

○友愛（思いやり）→互いに認め合える子

ども

○元気（健康）→心身たくましく生きる子

ども

○貢献（郷土愛）→地域のために成すべき

ことを考え実行する子ども

学校

家庭 地域合い言葉
「浅内小は家族」

浅内小応援隊浅内ロケット団

〈全教育活動で育む資質・能力〉

「傾聴力」
【知識・技能】

「調整力」

「説明力」
【思考力・判断力・表現力等】

「創造力」

「持続力」
【学びに向かう力・人間性等】

「行動力」

地域コミュニティの核となる学校

①「ＩＣＴ機器を効果的に活

用した浅内小授業スタイル

「Action!」（学習指導）

・「秋田の探究型授業」づく

りを基盤とした学び合いの

実現

・ＩＣＴ機器を活用した主体

的な学びの推進

②「心の教育の充実」（生徒

指導）

・インクルーシブ教育の推進

（ユニバーサルデザインの

視点によるどの子どもも

「分かる・できる」授業づ

くり）

・自己有用感を醸成する学校

づくり（失敗しても何度で

も試し挑戦できる場の設定

によるたくましさの醸成）

③「地域を愛し、地域に愛さ

れ、地域を創るふるさと教

育」（地域連携）

・「浅内小応援隊」による地

域の教育力で体験的学びを

広げ、自らの将来(社会）

とつながる環境の充実

・「浅内ロケット団」（子ども

の地域貢献活動）恩返し活

動による地域の一員として

の意識や自覚の高まり

浅内小学校の教育計画

学校教育目標

失敗を恐れず未来に向かって
たくましく生き抜く子どもの育成

学校経営の方針

「進取（挑戦）友愛（思いやり）元気（健康）貢献（郷土愛）」を目指す子ども像とし、人や
地域との豊かな関わりを通して、社会の形成者としての基礎的資質を育成する。


